
英語科 学習指導案 
公開学級 第２学年 ３組 （３０人） 

場所   南舎３階 ２年３組教室  

授業者  橋場 一貴 Cedric Alexcander（ALT） 

１ 単元名 
  Unit5 Universal Design 
２ 本時のねらい 
  「学校にあるといいなと思うユニバーサルデザイン」について伝えるために，発音，抑揚，ポーズ，アイコンタ

クトなどに気をつけて分かりやすくスピーチすることができる。          
３ 本時の展開 （１２／１３） 

過 程 学 習 内 容 研究に関わる手立て 
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１ Small Talk  Do you know how to cook curry and rice?  

既習表現を使って Small Talk を行う。 
・Yes, I do. I know how to cook curry and rice. It is 
difficult to cook.   

 
２ 前回の自分のスピーチの正解率と評価観点を見て，どうした

ら自分のスピーチの表現力がレベルアップするか確認する 
・相手に伝わるようにアイコンタクトを大切にしたい。 
・Teams の自分の評価から,誤発音が多いことがわかったので正
しい発音ができるようになりたい。 

 
３ 個人練習を行う。 

Teamsの原稿にマークされている箇所を意識してスピーチ練習
をする。 

・前回より点数が上がるように何回も練習しよう。 
 
４ Teams に録音→正解率と評価観点を見て，現状を把握し，高め

たいものを選び，個人課題を設定する。 
 
 
 
 
 
 
 
 

５ 個人課題を達成するための練習をする。 
・Teams の正解率を見て,まだ誤発音があるから改善したい。ALT
に聞いてもらおう。 

 
６ 中間交流を行う。 

個人課題の達成に向けて取り組んでいる仲間のよい姿を紹介
する。 

  
 
 
 
 
 
 
７ 個人課題を達成するための練習をする。 
 
８ ペア活動を行う。 

前時に自分のスピーチを聞いてもらった仲間に聞いてもらう。 
そして，前時にやりとりした時と比べてどんな変容があったか感想を
伝える。 

・Ａさんは前回の時と比べて発音が良くなって聞きやすかった
し，アイコンタクトや抑揚をつけてスラスラ話していて良か
ったです。 

 
９ 振り返る。 

仲間の評価を受けて自分のスピーチがどのように変わったか
を振り返る。生徒から変容があった仲間の紹介をする。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究内容２－③ 
自己の変容を実感できるようにする手立て 

・Teams を使って前時と本時のスピー
チのスコアを見て変容を実感する。 

・同じペアにスピーチを聞いてもらっ
てスピーチの伝え方で変わったとこ
ろについてコメントをもらう。 

研究内容２－① 
“強い動機”を生み出す手立て 

・相手に分かりやすいスピーチを伝えるには何

が大切かを確認する。 

「正しい発音，抑揚，ポーズ，アイコンタク

ト」確認した後は，まずは正しい発音を磨い

ていくことを全体で共有する。 

自分が立てた課題を追究して，スピーチの上達を目指そう。 

本時のまとめ 

・Teams で出たスコアから目標を立てて正しく発音してスピーチする

ことができた。 

・個人課題を意識して取り組み，抑揚をつけて伝えることができた。 

評価規準 

個人課題の達成に向けて発音，抑揚，
ポーズ，アイコンタクトに気をつけて
スピーチしている。 

（思考・判断・表現） 

研究内容２－② 
自己調整するための手立て 
・個人課題の達成を目指し，自分で練習
方法を選んで取り組めるようにする。 

①正しい発音ができるようにしたい   
→ 録画・ALT・タブレットで発音を調べる・Teams を使う 

②抑揚・ポーズを意識して相手に分かりやすく伝えたい  
→録画・ペア・ALT 

③相手意識（アイコンタクトや写真を示す）ができるようにしたい  
→ 録画・ペア             
 

（抽出する仲間の姿 例） 
① タブレットの音声機能を使って何度も発音練習している姿や ALT

にたずねて粘り強く練習に取り組んでいる姿 
② 抑揚をつけることを目指し，単語の中の強く読むところにマーク

を書き込んで取り組んでいる姿 
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調整型自力解決を生む Unit デザイン（全１３時間） Unit5  Universal Design  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導入 第１時 
 
① ユニバーサルデザインって何だろう？ 
② 知っているユニバーサルデザインはある？ 
③ ユニバーサルデザインに触れる・体験する 
  （突起があるシャンプーボトル，持ちやすい形のペットボトル，階段の 

手すり，センサー式蛇口，センサー式照明） 
④  学校にあるユニバーサルデザインは多いか，少ないか話し合う 
⑤ 単元末の目指す姿「学校にあるといいなと思うユニバーサルデザインを紹

介することができる」を確認する 

単元の課題 クラスの仲間に「学校にあるといいな」と思うユニバーサルデザインを伝えよう。 

展開  第２時-第１２時 

第１１-１２時 相手に分かりやすく伝えるための表現を 
磨く（本時） 

・AI を活用して，課題点を把握することができる。 
・課題点を改善するための方法を自分で選び，練習すること
で，相手に分かりやすく伝えることができる。 

 
第９-１０時  紹介したいユニバーサルデザインの内容を書

きまとめる 
・学校とは通っている生徒だけが利用するのではなく，子ど
も，地域の人，お年寄りの人，障がいのある人も利用してい
ることを理解し，誰もが利用できるユニバーサルデザイン
について考えることができる。 

・「学校にあるといいなと思うユニバーサルデザイン」につい
て，（紹介するユニバーサルデザインの便利なところ，使い
方，紹介したい理由）を入れて原稿に書きまとめることがで
きる。 

・仲間同士で書いた原稿を読み，文法のエラーチェックをして
適切な文に直すことができる。 

・仲間の書いた文章で良かった表現を共有ノートに書き込み，
自分の文章に書き加えたり修正したりして内容を膨らませ
ることができる。 

 
第８時  Read and Think2 読み取り 
・ジョシュが図書室で借りたユニバーサルデザインの本の内
容を読み取ることを通して，ロナルド・メイスの考え方を理
解することができる。 

 
第６-７時  Read and Think1 読み取り，新出文法確認 
・メグが調べたユニバーサルデザインについて読んで，ユニバ
ーサルデザインはたくさんの人々の役に立っていることを
読み取ることができる。 

・I am happy that~を使ってうれしいと感じたことについて相
手に伝えることができる。 

 
第４-５時  Scene2 読み取り，新出文法確認 
・ユニバーサルデザインの展示会での対話文を読んで，瓶に突
起がついている理由を読み取ることができる。 

・I can show you how to〜を使って人にやり方を説明すること
ができる。 

 
第２-３時  Scene1 読み取り，新出文法確認 
・ユニバーサルデザインのイベントのお知らせを読むことを
通して，how to~ ,what to~の使い方を理解することができる。 

終末時の手立て  

ALT と仲間からの評価（フィードバック） 

ALT に「学校にあるといいなと思うユ

ニバーサルデザイン」についての発表を

聞いてもらい，評価観点について評価を

してもらう。そして，コメントやアドバ

イスを記入したシートを生徒に渡し，振

り返る。 

導入時の手立て 
・知っているユニバーサルデザインについて

インターネットで調べて仲間に紹介する。 

・学校にあるユニバーサルデザインや身近な

ものに触れることで,誰にとっても便利で使

いやすいものだと理解できるようにする。 

終末 第１３時 
 

 
 

 

○ 全体でスピーチ発表 
・紹介したいユニバーサルデザインについて，写真を見せながら伝える。 
・聞いている生徒は仲間のスピーチを聞いて，評価観点（発音，抑揚，ポーズ） 

に沿って評価をする。 
・仲間のスピーチを聞きながら「学校にあるといいなと思うユニバーサル 

デザイン」をチェックしてスピーチを聞く。 

○ 単元の振り返りをする 
・紹介したいユニバーサルデザインについて，評価観点を意識して伝えることがで 
きたかを振り返りシートに記入する。 

・クラスの中で学校にあるといいなと思うユニバーサルデザインを選ぶ 

学習後の生徒の姿（調整型自力解決） 
 AI を活用して，課題を見つけることができました。課

題解決に向けて ALT や仲間に自分のスピーチを聞いても

らい，スピーチを改善することができました。また，抑

揚やポーズをつけて，自分が紹介したいユニバーサルデ

ザインについて分かりやすく発表することができまし

た。 

英語科における調整型自力解決とは 
〇スピーチ動画や録音を見返すことで，自分の現状と課
題を把握し，その課題を追究して表現を豊かにする
力。 

〇相手とのやりとりを通して，自分の間違いに気づいた
り良い表現を取り入れたりして，伝える内容を改善す
る力。 

Unit を通した手立て 
・生徒から出てきたよい表現を共有して，伝える内容を磨く。 

・ペアや集団での学び合いを通して自分の課題を見つけ，自己調整

する。 

ユニバーサルデザインって何だろう？ 

クラスの仲間に「学校にあるといいなと思うユニバーサルデザイン」を伝

えて，生徒会に提案するユニバーサルデザインを決めよう。 


